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■６月定例会（通常会議）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

■一般質問（７人が町政を問う）‥‥‥‥‥５

６ 月 定 例 会

（表紙紹介は16ページ）（表紙紹介は16ページ）
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「
専
決
処
分
の
報
告
に
つ

い
て
（
令
和
７
年
度
中
土
佐

町
一
般
会
計
補
正
予
算
第
９

号
）
」
は
、
決
算
及
び
予
算

の
繰
越
を
見
込
ん
だ
予
算
の

調
整
を
行
い
、
一
般
会
計
の

歳
入
歳
出
を
３
３
８
０
万
円

減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
７１

億
５
０
８
０
万
円
と
す
る
も

の
。

　

「
令
和
８
年
度
中
土
佐
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て
」
は
、
４
５

６
万
円
を
追
加
し
、
一
般
会

計
の
歳
入
歳
出
の
総
額
を
７１

億
６
８
６
２
万
円
と
す
る
も

の
。
主
な
予
算
は
、
職
員
の

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の

調
整
、
久
礼
小
学
校
擁
壁
対

策
工
事
に
伴
う
浄
化
槽
放
流

ポ
ン
プ
取
り
付
け
に
係
る
工

事
費
５
０
５
万
円
な
ど
。

　

質
疑
で
は
、１
人
の
議
員
が

内
容
や
理
由
な
ど
に
つ
い
て

執
行
部
に
説
明
を
求
め
た
。討

論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

「
令
和
８
年
度
（
令
和
７

年
度
繰
越　

地
域
未
来
型
交

付
金
）
ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電
池

購
入
事
業
に
係
る
物
品
購
入

契
約
に
つ
い
て
」
は
、
６
カ

所
の
避
難
所
へ
災
害
時
に
活

用
で
き
る
蓄
電
池
を
取
得
す

る
も
の
。

　

指
名
競
争
入
札
の
結
果
、

高
知
消
防
シ
ス
テ
ム
㈱
と
８

２
７
万
５
３
０
０
円
で
契
約

す
る
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

　

①
中
土
佐
町
立
上
ノ
加
江

老
人
憩
い
の
家
は
、
指
定
管

理
者
を
、
中
土
佐
町
社
会
福

祉
協
議
会
と
す
る
も
の
。
期

間
は
、
令
和
１３

年
３
月
３１

日

ま
で
の
５
年
と
す
る
。

　

②
中
土
佐
町
立
久
礼
浦
分

高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
は
、
久
礼
漁
業
協
同

組
合
を
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
す
る
も
の
。
期
間
は
、

令
和
１３

年
３
月
３１

日
ま
で
の

５
年
と
す
る
。

　

③
中
土
佐
町
立
野
老
野
公

民
館
ほ
か
９
件
は
、
久
礼
漁

業
協
同
組
合
を
指
定
管
理
者

と
し
て
指
定
す
る
も
の
。
期

間
は
、
令
和
１３

年
３
月
３１

日

ま
で
の
５
年
と
し
、
各
地
区

会
な
ど
を
指
定
管
理
者
と
し

て
指
定
す
る
。

　

質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
３
議
案
と
も
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

令
和
８
年
　
中
土
佐
町
議
会

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

議案
審議

　

令
和
８
年
６
月
定
例
会
が
１０

日
に
開
会
し
、
町
長
の
行
政
報
告
、
議
案
の
提
案
理
由
説
明

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１７

日
と
１８

日
は
一
般
質
問
（
５
㌻
か
ら
関
連
記
事
）
が
行
わ
れ
、７
人
の
議
員
が
町
の
課

題
を
執
行
部
に
問
い
ま
し
た
。
２３

日
に
は
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
町
長
提
出
の
議
案
１３

件

を
可
決
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
の
会
期
は
、６
月
１０

日
か
ら
８
月
３１

日
ま
で
の
８３

日
間
で
す
。

令
和
８
年
度　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

指
定
管
理
者
の
指
定

３
議
案　
　
　
　
　

 

専
決
処
分

 

（
令
和
７
年
度

　

一
般
会
計
予
算
）

財
産
取
得

ポンプ槽を別へ新設

導入予定の１カ所となる山内資機材倉庫

（上ノ加江）

安全確保のため急がれている

南側の擁壁対策工事
大規模災害に備えるため

資機材備蓄の強化が進め

られている
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補助金や有利な地方債、補助金や有利な地方債、

基金の財源を有効に活用基金の財源を有効に活用

持続可能な財政運営に努める持続可能な財政運営に努める

●令和７年度一般会計見込み

　歳入総額７２億９,５８８万円で、歳出総額は７１億

３,６８６万円だ。国際情勢の影響で、価格・物価の高

騰により地域経済に影響を及ぼしている。国の地

方財政対策や社会経済情勢を適格に捉え住民の暮

らしが安心できるまちづくりを進める。

　

●台風６号接近に伴う災害対応

　被害状況として人的被害はなく床下浸水や土砂

崩れ、小規模な倒木や農業用施設被害が報告され

た。これから台風シーズンを迎え職員一同緊張感

をもって町民の安全を図っていく。

　

●行政懇談会

　コロナ禍を境に中断されていたが、６年ぶりに

開催。多くの住民のご意見と、積極的な参加をお願

いする。

●高知大学との新たな連携協定

　地域連携協定に関する意見を交わした。人口減

少問題や子ども子育て環境の確保・充実にお力添

えをお願いしたい。

●「久礼八幡宮の御神穀祭」の重要無形民俗

　文化財指定

　高知県内では４６年ぶり、風俗習慣の分野では県

内初の快挙となった。

●かつお祭の開催

　周辺の飲食店との連携により、５月１５日から５月

３１日までの１７日間を「かつお祭ウィークス」として

町全体をかつお祭ムードに包みながら展開した。

●道の駅なかとさの９周年

　５月末の累計レジ通過客数は２２６万人。今後も

生産者との連携を強化し、外商にも力を入れ知名

度と販売開拓の向上に努める。

６月定例会で行政報告をする池田町長

中土佐町議会事務局

ご意見やご感想は500字以内でお寄せください。

　〒789‐1301中土佐町久礼6663‐1
　TEL 0889‐52‐2410  FAX 0889‐52‐4850
　E-mail gikaijimu@town.nakatosa.lg.jp

議会広報に対するご意見や

お問い合わせはこちらまで
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町出資法人の経営状況の報告町出資法人の経営状況の報告

㈱ＳＥＡプロジェクト ～創意工夫による集客増を～
《当期純利益56万円》

　当期収入は前期を少し上回っており、人件費や

法定福利費など支出が増えたものの、管理諸費等

の削減もあり56万円の黒字決算となった。

　施設建設から９年目となり、今後はさらに大規

模な修繕などの支出が想定される。引き続きの経

費削減に加え、売上向上の仕組みづくりと、さらな

る集客につながるイベントの開催といった創意工

夫が求められる。

　売上高 9368万円
　売上原価  3125万円
　売上総利益 6243万円
　販売費・一般管理費 6225万円
　営業利益 18万円
　営業外収益  50万円
　営業外費用 3万円
　経常利益 65万円
　税 7万円
　当期純利益 58万円

　【主な収入】

　●テナント管理収入 1090万円

　●販売手数料 2305万円

　●店舗売上 4979万円

　●町の指定管理料 993万円

　【主な支出】

　●人件費（給与） 2926万円

　●備品消耗費 169万円

　●水道光熱費 627万円

　●管理諸費 540万円

㈱中土佐町地域振興公社 ～美術館との連携強化を～
《当期純利益544万円》

黒潮本陣（左）と　なかとさ美術館

来年10周年を迎える道の駅なかとさ

　昨年７月に完成した、なかとさ美術館のオープン以降、売上総額は前年比の5.8％増（＋
1286万円）となり、美術館との相乗効果が見られる。
　諸物価高騰が集客にも影響が出てくることも予想されており、お客様に選ばれる宿づくり、
また、満足度を高める努力が求められている。

注釈：　　＝前期比費用（収益）増、　　＝前期比費用（収益）減

　売上高  2億3395万円
　売上原価  5275万円
　売上総利益 1億8120万円
　販売費・一般管理費 1億7650万円
　営業利益  470万円
　営業外収益 108万円
　営業外費用 16万円
　経常利益  562万円
　特別利益 0万円
　特別損失 0万円
　税 18万円
　当期純利益 544万円

【主な収入】

●宿泊料 1億5734万円

●会食売上料 1170万円

●レストラン売上 1505万円

●温泉 1558万円

●黒潮工房 3000万円

【主な支出】

●人件費 9386万円

●福利厚生費 1671万円

●運営管理費 6589万円

●原材料費 5275万円

　地方自治法により、町から２分の１以上の出資や財

政的支援を受けている法人等は、議会に経営状況の

報告が必要とされています。

　この規定により６月定例会の初日、町長から道の

駅を運営する㈱SEAプロジェクト（町出資80％）、

黒潮本陣を運営する㈱中土佐町地域振興公社（町出

資100％）の令和７年４月１日から令和８年３月31日

までの１年間の経営状況の報告が行われました。
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６月17日と18日の２日間、一般質問が行

われ、７人の議員が教育、産業、環境な

ど町の諸問題を取り上げました。
佐竹　敏彦 ･････Ｐ12
■県一消防問題の課題は

■国の重要文化財指定を記念した御神穀祭を盛り上げる取り組みは

濵田　和昭 ･････Ｐ11
■集落活動センターの立ち上げは

■作業場の暑さ対策は

下元　良之 ･････Ｐ10
■県道の整備は

■コミュニティバスが満員で乗車できない

窪田　和教 ･････Ｐ９
■中東情勢の町政への影響は

■カスハラから職員を守る対策は

金子　裕之 ･････Ｐ８
■町道清水川線の拡幅工事は

■老朽化した中土佐町斎場の今後は

松下　昇平 ･････Ｐ６
■現在、町が考える健康増進とは

■中土佐町スポーツ大使を

山本　建生 ･････Ｐ７
■物価高騰対策は

■３月議会における町長発言

７人の議員一般質問７人の議員一般質問

一 
般 
質 
問

一 
般 
質 
問

〜
町
政
を
問
う
〜

〜
町
政
を
問
う
〜

各議員のページにあるＱＲコードで、その議員のインターネット中継をご覧いただけます。ご覧になら
れる場合は、データ通信料の契約が定額制（使い放題）でない場合、高額請求される場合がありますの
でご注意ください。
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問

現
在
、
町
が
考
え
る
健
康

増
進
と
は
。

　
津
野
健
康
福
祉
課
長

自
身
の

健
康
状
態
を
知
る
こ
と
が
大

事
。
知
る
機
会
を
つ
く
り
、
イ

ベ
ン
ト
の
中
で
得
た
情
報
を

日
々
の
生
活
に
取
り
入
れ
て

も
ら
う
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
第
４
回
「
み
ん
な
で
元
気

に
な
る
大
会
」
を
開
催
予
定
。

大
会
を
通
じ
て
、
町
の
健
康

施
策
を
広
く
町
民
の
皆
様
に

周
知
す
る
と
い
う
点
で
も
、

重
要
な
手
段
で
あ
る
。

問

町
内
に
お
け
る
健
康
運
動

教
室
な
ど
の
実
施
に
つ
い

て
、
効
果
、
課
題
は
。

津
野
健
康
福
祉
課
長

一
定
の

効
果
が
出
て
い
る
が
、
生
活

習
慣
病
の
改
善
が
必
要
な
方

の
参
加
が
少
な
い
こ
と
が
課

題
。

下
元
町
民
環
境
課
長

実
施
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
運
動
教

室
へ
の
満
足
度
や
継
続
度
は

高
く
、
生
活
改
善
へ
の
好
影

響
も
見
ら
れ
る
。

中
平
教
育
次
長

新
た
な
参
加

者
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
。

問

現
在
中
止
と
な
っ
て
い
る

地
区
民
運
動
会
と
小
・
中
学

校
の
運
動
会
の
合
同
開
催
の

可
能
性
は
。

　
髙
橋
地
域
振
興
課
長

健
康
づ

く
り
や
地
域
の
親
睦
・
交
流

を
深
め
た
い
と
い
う
意
見
も

あ
る
。
昨
年
「
お
お
の
み
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

会
」
が
立
ち
上
が
り
、
７
月

に
は
「
第
１
回
お
お
の
み
運

動
会
」
を
開
催
予
定
。
将
来

的
に
は
運
動
行
事
の
合
同
開

催
と
い
う
可
能
性
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

問

町
出
身
ま
た
は
関
係
者
の

現
役
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
支
援

や
、
中
土
佐
町
ス
ポ
ー
ツ
大

使
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
は
、
可
能
か
。

中
平
教
育
次
長

ア
ス
リ
ー
ト

が
町
の
名
前
を
背
負
っ
て
国

内
外
で
活
躍
す
る
こ
と
で
町

の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
る
。町
内
の
子

ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら

ア
ス
リ
ー
ト
及
び
関
係
団
体

と
も
協
議
し
、そ
の
可
能
性
に

つ
い
て
探
っ
て
い
く
。

松

下

昇

平

松

下

昇

平

松下議員の録画映像は
　　　こちらから

現在、町が考える健康増進とは現在、町が考える健康増進とは

第４回みんなで元気になる大会を第４回みんなで元気になる大会を
開催する開催する

中
土
佐
町
ス
ポ
ー
ツ
大
使
を

中
土
佐
町
ス
ポ
ー
ツ
大
使
を

上ノ加江スポーツ文化センターのトレーニング室

中土佐町出身の數田彩乃選手とベースボール５

メンバー来町（令和７年１１月１日）

そ
の
他
の
質
問

▼ 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

業
務
と
し
て
の
各
地
行

事
へ
の
参
加
に
つ
い
て

可
能
性
を
探
っ
て
い
く

可
能
性
を
探
っ
て
い
く
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問

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い

て
、
２
人
の
町
民
か
ら
電
話

が
あ
っ
た
。
１
万
円
の
人
と

５
０
０
０
円
２
種
類
に
分
か

れ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

 

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

交
付

金
の
規
定
上
、
個
人
を
対
象

と
し
た
現
金
給
付
は
原
則
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た

め
、
電
子
商
品
券
は
交
付
金
、

現
金
分
は
一
般
財
源
を
充
当

し
、
５
，
０
０
０
円
と
し
た
。

問

須
崎
市
、
津
野
町
、
梼
原

町
、
四
万
十
町
で
は
商
品
券

な
ど
と
し
同
一
で
あ
る
が
、

な
ぜ
本
町
は
で
き
な
い
か
。

 

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

現
金

が
原
則
禁
止
で
、
電
子
商
品

券
を
利
用
で
き
な
い
方
に
も

町
独
自
の
財
源
で
現
金
給
付

を
追
加
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
給

付
だ
け
で
な
く
、
金
額
の
差

は
あ
る
が
、
公
平
性
を
確
保

す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

問

３
月
議
会
に
お
い
て
、
町

長
は
、
山
本
議
員
が
か
つ
て

美
術
館
に
関
連
し
た
質
問
を

し
た
と
き
、
美
術
館
に
は
「
ろ

く
な
も
の
が
な
い
」「
安
物
ば

か
り
お
い
て
い
る
」
と
い
う

趣
旨
の
発
言
を
し
た
と
言
っ

た
。

池
田
町
長

配
布
し
た
議
事
録

の
と
お
り
議
員
の
こ
れ
ま
で

の
発
言
の
中
か
ら
そ
う
い
う

こ
と
で
あ
る
と
感
じ
た
。

３月議会における３月議会における

町長発言町長発言

議事録配布のとおり議事録配布のとおり

町
は
電
子
商
品
券
と
現
金
給
付

町
は
電
子
商
品
券
と
現
金
給
付

物
価
高
騰
対
策
は

物
価
高
騰
対
策
は

スーパーで買い物する人々

山

本

建

生

山

本

建

生

山本議員の録画映像は
　　　こちらから

そ
の
他
の
質
問

▼ 

老
朽
化
水
道
管
の
改
修

工
事
と
地
元
受
注

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の活用状況（生活者支援）

須崎市

・すさきがすきさ地域振興券事業
　地域振興券　住民 １人あたり １万 ３千円
・須崎市ひとり親家庭等生活応援金事業
　令和 ７年１２月分児童扶養手当を支給されたひとり親世帯に子ども １人あたり ３万円給付

中土佐町

・中土佐町物価高騰対策デジタル商品券等給付事業
　デジタル商品券　町民 １人あたり １万円（ジモッペイ使わない人は現金 ５千円）
・中土佐町物価高騰対策水道基本料金負担軽減対策料金
　町内の水道契約者にＲ８.２月～Ｒ９.３月の基本料金減免

梼原町
・梼原町物価高騰対策支援事業商品券交付事業
　物価高騰支援事業商品券　町民 １人あたり ３万円
　７５歳未満は商品券、７５歳以上は現金（口座振込）給付

津野町

・物価高騰対応地域商品券事業
　商品券　町民 １人あたり ２万円
・物価高騰対応後期高齢者生活支援給付金／物価高騰対応子育て世帯支援給付金
　７５歳以上の人と児童 １人あたり ２万円の子育て応援手当を支給する国の取組に併せて児童 １人あたり別にプラス １万円

四万十町
・四万十町物価高騰対策家計応援商品券事業
　商品券 １人あたり ２万円

※　各市町からの聞き取りによる

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金とは
　国の交付金事業で物価高騰の影響を受ける生活者や事業者を支援するためのもので、地方公共団体ごとに交付限度額が定められており、
地域の実情に応じた事業を実施できる点が特徴です。各市町村も他に独自の事業を行っており、中土佐町は９の事業を行っています。
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問

町
道
清
水
川
線
は
、
令
和

３
年
度
に
道
路
拡
幅
計
画
が

さ
れ
た
が
、
現
在
の
進
捗
状

況
は
。

小
松
建
設
課
長

令
和
４
年
の

台
風
４
号
に
よ
る
大
雨
で
、

水
路
の
断
面
阻
害
が
発
生

し
、
令
和
６
年
度
に
改
良
工

事
を
行
っ
た
。
６
月
２
日
の

台
風
６
号
の
豪
雨
で
、
阻
害

箇
所
の
解
消
が
確
認
さ
れ
た

の
で
、
道
路
改
良
を
進
め
る

状
況
に
な
っ
た
。

問

町
道
清
水
川
線
は
、
下
水

道
、
避
難
路
、
生
活
道
の
役

割
が
あ
る
が
、
道
幅
が
狭
く

救
急
車
も
通
り
抜
け
で
き
な

い
。
計
画
か
ら
５
年
経
過
、

迅
速
な
対
応
が
必
要
だ
が
。

小
松
建
設
課
長

改
良
工
事
は

雨
水
公
共
下
水
道
と
の
関
係

性
が
高
い
た
め
、
内
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
公
表
さ
れ

た
後
、
住
民
の
同
意
を
得
て

進
め
て
い
く
。

池
田
町
長

旧
町
時
代
か
ら
の

懸
案
事
項
だ
。
で
き
る
だ
け

早
く
進
め
る
。

問

中
土
佐
町
斎
場
は
築
４０
年

が
経
過
し
、
毎
年
改
修
工
事

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
度

の
更
新
工
事
の
内
容
は
。

下
元
町
民
環
境
課
長

耐
久
年

数
を
超
え
た
火
葬
用
燃
料
油

供
給
装
置
（
オ
イ
ル
ポ
ン
プ

ユ
ニ
ッ
ト
）
の
更
新
工
事
だ
。

問

今
年
度
よ
り
須
崎
市
斎
場

の
組
合
に
土
佐
市
が
加
わ

り
、
町
外
の
受
け
入
れ
が
増

加
し
て
い
る
、
対
応
策
は
。

下
元
町
民
環
境
課
長

昨
年
度

は
約
１
割
が
町
外
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
も
可
能
な
範
囲

で
対
応
す
る
。

　

料
金
は
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
の

と
こ
ろ
変
え
る
予
定
は
な

い
。

問

今
後
も
多
く
の
修
繕
費
が

掛
か
っ
て
く
る
が
、
ど
う
し

て
い
く
の
か
。

池
田
町
長

耐
用
年

数
は
約
５０

年
だ
。

今
後
、
総
合
的
に

判
断
し
な
が
ら
、

事
業
計
画
を
た
て

る
。

 
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
活
用
せ
よ

問

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
防
災
も
含
め
、

情
報
発
信
と
し
て

も
っ
と
活
用
で
き

な
い
か
。

平
田
副
町
長

技
術

的
な
部
分
も
含

め
、
研
究
し
て
い

く
。

町道清水川線の拡幅工事は町道清水川線の拡幅工事は

道路改良を進める道路改良を進める
金子議員の録画映像は
　　　こちらから

そ
の
他
の
質
問

▼ 

大
河
ド
ラ
マ
『
ジ
ョ
ン

万
』
を
活
用
し
た
観
光

振
興
に
つ
い
て

事
業
計
画
を
た
て
る

事
業
計
画
を
た
て
る

老
朽
化
し
た
中
土
佐
町

老
朽
化
し
た
中
土
佐
町

斎
場
の
今
後
は

斎
場
の
今
後
は

金

子

裕

之

金

子

裕

之

道路が狭く日々の生活にも不安を抱える町道清水川線

築４０年が経過し、運用が懸念される中土佐町斎場

No.８2（令和８年８月） No.８2（令和８年８月）  中土佐町議会だより 中土佐町議会だより 8



問

ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
で
中
東

情
勢
が
不
安
定
化
し
、
当
地

域
か
ら
原
油
の
９０
％
を
輸
入

し
て
い
る
日
本
も
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
。
ナ
フ
サ

不
足
で
多
く
の
製
品
の
値
上

げ
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
学

校
給
食
の
食
材
の
値
上
げ
が

あ
っ
た
が
、
給
食
の
質
、
栄

養
面
を
確
保
で
き
る
か
。

中
平
教
育
次
長

中
東
情
勢
に

よ
る
価
格
変
動
は
な
い
。
動

向
を
注
視
し
、
安
定
的
に
給

食
の
提
供
に
努
め
る
。

問

他
市
で
は
指
定
ゴ
ミ
袋
の

品
薄
で
、
指
定
以
外
の
も
の

で
も
回
収
し
て
い
る
と
報
道

さ
れ
て
い
る
。
ゴ
ミ
袋
の
安

定
的
供
給
と
価
格
の
値
上
げ

は
。

下
元
町
民
環
境
課
長

年
間
約

２２

万
枚
が
使
用
さ
れ
る
が
、

５
月
時
点
で
２３

万
８
５
０
０

枚
が
保
管
さ
れ
て
お
り
十
分

確
保
さ
れ
、
販
売
価
格
の
変

更
予
定
は
な
い
。

問

民
主
商
工
会
が
業
者
か
ら

聞
き
取
り
調
査
を
し
て
い

る
。
資
材
が
値
上
が
り
し
、

手
に
入
り
に
く
く
な
っ
て
い

る
と
の
声
が
あ
る
。
業
者
へ

の
聞
き
取
り
調
査
が
必
要
で

は
な
い
か
。

黒
岩
農
林
水
産
課
長

農
協
、

漁
協
、
森
林
組
合
な
ど
か
ら

聞
き
取
り
を
し
て
い
る
。
燃

料
の
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
。

塗
料
、
包
装
資
材
は
在
庫
が

あ
っ
て
も
価
格
が
上
が
っ
て

い
る
。
情
報
交
換
と
調
査
を

継
続
し
て
い
く
。

問

業
者
へ
の
聞
き
取
り
で
、

税
金
や
社
会
保
険
料
の
支
払

い
猶
予
を
求
め
る
声
が
あ
っ

た
。
納
付
相
談
な
ど
で
の
対

応
は
。

市
川
税
務
課
長

現
在
、
中
東

情
勢
を
挙
げ
て
の
相
談
は
な

い
が
、
引
き
続
き
状
況
の
変

化
に
注
意
し
て
い
く
。

問

労
働
施
策
総
合
推
進
法
の

改
正
で
、
事
業
主
が
過
度
な

言
動
か
ら
労
働
者
を
守
る
た

め
の
カ
ス
ハ
ラ
対
策
指
針
を

作
成
す
る
義
務
化
が
１０
月
か

ら
始
ま
る
が
。

山
﨑
総
務
課
長

義
務
化
に
伴

い
、
上
半
期
を
め
ど
に
職
員

へ
の
周
知
を
予
定
し
、
以
後

研
修
を
行
う
。

問

職
員
に
カ
ス
ハ
ラ
基
準
を

明
示
す
る
こ
と
で
す
ぐ
に
上

司
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
最
終
的
に
は
町
長
、
副

町
長
が
責
任
を
持
っ
て
対
応

す
る
体
制
が
あ
れ
ば
職
員
が

安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
。

平
田
副
町
長

役
場
の
業
務
上

カ
ス
ハ
ラ
の
判
定
が
難
し
い

と
こ
ろ
も
あ
る
。
最
終
的
に

解
決
で
き
な
い
と
き
は
町

長
、
副
町
長
で
責
任
を
持
っ

て
対
応
す
る
。

大
き
な
影
響
は
な
い
が
今
後
注
意
し
て
い
く

大
き
な
影
響
は
な
い
が
今
後
注
意
し
て
い
く

中
東
情
勢
の
町
政
へ
の
影
響
は

中
東
情
勢
の
町
政
へ
の
影
響
は

窪

田

和

教

窪

田

和

教

窪田議員の録画映像は
　　　こちらから

中東情勢の影響もあり、食品の値上げがとまりません

カ
ス
ハ
ラ

　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
略
称
。

　
顧
客
か
ら
の
暴
言
、
理
不

尽
な
ク
レ
ー
ム
、
無
理
な
要

求
な
ど
、
行
き
過
ぎ
た
迷
惑

行
為
な
ど
の
こ
と
。

そ
の
他
の
質
問

▼ 

町
長
の
不
適
切
言
動

カスハラから職員をカスハラから職員を

守る対策は守る対策は

町長、副町長が責任を町長、副町長が責任を

持って対応する持って対応する
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問

県
道
１９
号
窪
川
船
戸
線
の

大
股
工
区
の
完
成
時
期
は
。

　
小
松
建
設
課
長

現

時

点

で

は
、
完
成
時
期
を
示
す
こ
と

は
難
し
い
状
況
だ
。

問

完
成
の
見
通
し
が
無
い
中

で
、
現
在
使
っ
て
い
る
道
路

は
整
備
が
行
き
届
か
ず
、
通

り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
雑

木
の
伐
採
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
な
ど
、
整
備
を
県
に

要
望
で
き
な
い
か
。

小
松
建
設
課
長

カ

ー

ブ

ミ

ラ
ー
の
設
置
や
支
障
木
の
伐

採
に
つ
い
て
、
須
崎
土
木
事

務
所
に
要
望
し
て
お
り
、
可

能
な
範
囲
で
対
応
す
る
と
い

う
回
答
を
得
て
い
る
。

問

県
道
４１
号
窪
川
中
土
佐
線

の
跡
川
地
区
も
、
落
石
に
よ

る
事
故
が
発
生
す
る
な
ど
、

通
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。

小
松
建
設
課
長

抜
本
的
な
改

良
に
つ
い
て
は
時
間
を
要
す

る
箇
所
で
、
維
持
管
理
を
重

点
的
に
実
施
す
る
と
聞
い
て

い
る
。
早
急
な
対
応
を
要
望

し
て
い
き
た
い
。

池
田
町
長

大
野
見
地
区
の
県

道
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、

議
員
の
皆
さ
ん
な
ど
と
知
事

に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問

大
野
見
地
区
を
走
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
満
員
で

乗
車
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

が
、
実
態
は
把
握
し
て
い
る

か
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

あ
っ

た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
、
定
期
開
催
行
事
が
あ
る

時
に
定
員
超
過
が
発
生
し
た

と
の
こ
と
だ
。
現
在
は
、
行

事
の
参
加
者
は
社
会
福
祉
協

議
会
が
送
迎
を
行
い
、
満
車

状
況
は
解
消
さ
れ
て
い
る
。

問

大
野
見
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
、
常
に
す
い
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
し
て
活
用
で
き
な
い

か
。

岡
村
教
育
長

ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
は
規
定
が

あ
り
、
児
童
、
生
徒
以
外
は

乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま

た
、
学
校
行
事
で
全
校
生
徒

を
輸
送
す
る
場
合
は
バ
ス
も

必
要
で
あ
り
、
当
分
現
行
で

運
用
す
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
。

 

キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
施
設
整
備

の
進
捗
は

問

キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
施
設
整
備

事
業
の
工
期
や
価
格
な
ど
に
、

資
材
不
足
や
価
格
高
騰
な
ど

の
影
響
は
な
い
か
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

設
計

業
者
や
施
工
業
者
と
緊
密
に

連
携
し
て
、
予
定
通
り
の
竣

工
を
目
指
し
て
進
め
て
い
き

た
い
。

下

元

良

之

下

元

良

之

下元議員の録画映像は
　　　こちらから

県道の整備は県道の整備は

土木事務所や県にも要望していく土木事務所や県にも要望していく

県道窪川船戸線　大股地区

県道窪川中土佐線　跡川地区

社
会
福
祉
協
議
会
の
送
迎

社
会
福
祉
協
議
会
の
送
迎

に
よ
り
解
消
さ
れ
て
い
る

に
よ
り
解
消
さ
れ
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が

満
員
で
乗
車
で
き
な
い

満
員
で
乗
車
で
き
な
い
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問

近
年
、ス
ー
パ
ー
や
商
店
が

閉
店
し
て
い
る
上
ノ
加
江
地

区
で
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

の
立
ち
上
げ
は
可
能
か
。

 

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

制
度

上
は
可
能
。
県
補
助
金
の
交

付
要
綱
に
地
域
住
民
の
総
意

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域

全
体
で
運
営
し
て
い
く
覚
悟

が
必
要
と
考
え
る
。
具
体
的

に
は
、
地
域
の
合
意
、
運
営
・

組
織
へ
の
住
民
参
加
、
責
任

の
共
有
、
地
域
の
課
題
解
決

に
動
く
意
志
が
あ
る
こ
と
が

必
要
だ
。

問

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
で
の

商
店
の
運
営
は
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

地
域

商
店
の
減
少
は
買
い
物
や
生

活
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。集
落
活

動
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
商
店
の

代
替
機
能
と
し
て
、一
定
の
役

割
を
果
た
す
と
考
え
る
。

問

地
域
で
説
明
、
提
案
の
場

を
提
供
で
き
な
い
か
。

江
﨑
ま
ち
づ
く
り
課
長

集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
は
地
域
主
体

の
仕
組
み
の
た
め
、
行
政
か

ら
導
入
を
働
き
か
け
る
の
で

は
な
く
、
セ
ン
タ
ー
の
必
要

性
、
設
置
に
向
け
た
機
運
が

高
ま
っ
た
段
階
で
積
極
的
に

伺
い
た
い
。

　

制
度
の
説
明
、
情
報
提
供

の
要
望
が
あ
れ
ば
説
明
す

る
。

問

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
七
浦
・

栂
ノ
川
不
燃
物
処
理
場
の
雇

用
状
況
は
。

下
元
町
民
環
境
課
長

ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
は
社
会
福
祉
法
人

中
土
佐
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
１２

人
か
ら
１３

人
が

勤
務
、
七
浦
・
栂
ノ
川
不
燃

物
処
理
場
は
公
益
財
団
法
人

須
崎
市
・
中
土
佐
町
・
津
野
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

委
託
、
１
人
か
ら
４
人
体
制

で
処
理
状
況
に
よ
り
増
員
さ

れ
る
。

問

作
業
場
の
暑
さ
対
策
は
。

下
元
町
民
環
境
課
長

室
内
作

業
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
は
、

換
気
装
置
や
扇
風
機
な
ど
で

室
内
に
空
気
が
こ
も
ら
な
い

対
策
を
し
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
や
空
調
服
で
対
策
。
七

浦
不
燃
物
処
理
場
は
屋
外
作

業
で
季
節
に
よ
り
寒
暖
差
が

大
き
く
、
特
に
夏
場
は
炎
天

下
の
作
業
と
な
り
業
務
用
扇

風
機
の
使
用
、
日
陰
で
の
作

業
、
こ
ま
め
な
休
憩
と
水
分

補
給
で
対
策
し
て
い
る
。

地
域
住
民
の
総
意
、

地
域
住
民
の
総
意
、

運
営
し
て
い
く
覚
悟
が
必
要

運
営
し
て
い
く
覚
悟
が
必
要

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の

立
ち
上
げ
は

立
ち
上
げ
は

濵

田

和

昭

濵

田

和

昭

濵田議員の録画映像は
　　　こちらから

作業場の暑さ対策は作業場の暑さ対策は

スポットクーラー、空調服、スポットクーラー、空調服、

日陰作業で対策日陰作業で対策

集落活動センターの活動風景（大野見北）

保冷剤を使用する暑さ対策用ベスト（ストックヤード）

そ
の
他
の
質
問

▼ 

放
置
空
き
家
に
つ
い
て

▼ 

上
ノ
加
江
集
学
校
に
つ

い
て
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問

県
は
１５
あ
る
消
防
本
部
統

一
化
を
令
和
１１
年
度
を
め
ど

に
進
め
て
い
る
。
今
年
１２
月

に
は
案
を
ま
と
め
、
来
年
３

月
か
ら
６
月
議
会
で
広
域
連

合
や
法
定
協
議
会
の
規
約
議

決
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

説
明
を
受
け
た
が
。

池
田
町
長

広
域
化
で
本
当
に

地
域
が
守
れ
る
か
一
番
危
惧

す
る
。
給
与
や
勤
務
体
系
も

違
い
、
消
防
職
員
数
、
財
政

負
担
、
職
員
待
遇
等
を
ど
う

平
準
化
す
る
か
。
今
一
つ
距

離
を
置
き
た
い
。

問

議
会
と
し
て
何
を
判
断

し
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
全
く
見
え
て
こ
な

い
。
何
が
問
題
な
の
か
提
起

し
て
も
ら
わ
な
い
限
り
分
か

ら
な
い
。

池
田
町
長

議
会
に
も
議
決
し

て
も
ら
う
た
め
の
情
報
提

供
、
町
の
実
態
実
情
に
つ
い

て
伝
え
て
い
く
。
一
つ
に
し

よ
う
と
い
う
今
の
話
は
、
非

常
に
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

問

久
礼
八
幡
宮
御
神
穀
祭
が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
が
、
こ
れ
を
記
念
し
て

関
係
団
体
と
連
携
し
て
祭
り

を
盛
り
上
げ
る
べ
き
で
は
。

岡
村
教
育
長

伝
承
会
と
連
携

し
な
が
ら
、
周
知
の
た
め
の

看
板
作
成
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

久
礼
八
幡
宮
の
勧
請
元
の

馬
場
八
幡
宮
の
あ
る
常ひ

た

ち陸
太

田
市
長
を
訪
ね
、
指
定
と
久

礼
来
訪
を
話
し
、
茨
城
新
聞

に
も
載
っ
た
。
連
携
し
て
取

り
組
め
ば
新
た
な
関
係
人
口

の
交
流
も
で
き
る
。

岡
村
教
育
長

伝
承
会
を
主
と

し
て
、
そ
こ
に
協
力
す
る
形

で
考
え
た
い
。

県一消防問題の課題は県一消防問題の課題は

広域化で地域が守れるか一番広域化で地域が守れるか一番
危惧するところ危惧するところ

伝
承
会
を
通
じ
て
行
い
た
い

伝
承
会
を
通
じ
て
行
い
た
い

国
の
重
要
文
化
財
指
定
を

国
の
重
要
文
化
財
指
定
を

記
念
し
た
御
神
穀
祭
を
盛

記
念
し
た
御
神
穀
祭
を
盛

り
上
げ
る
取
り
組
み
は

り
上
げ
る
取
り
組
み
は

佐

竹

敏

彦

佐

竹

敏

彦

佐竹議員の録画映像は
　　　こちらから

そ
の
他
の
質
問

▼ 

緊
急
事
態
用
の
車
両
の

整
備

▼ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
ジ
ョ
ン
万
」
と
鰹
乃

國
中
土
佐

▼ 

イ
ラ
ン
戦
争
と
有
料
ご

み
袋

▼ 

高
知
大
学
と
連
携
協
定

書
の
締
結

▼ 

上
ノ
加
江
小
学
校
校
舎

活
用

県一消防化に大きな課題が山積み

久礼八幡宮の勧請元の馬場八幡宮
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４
月
２０

日
に
、
町
の
重
点

施
策
事
業
で
あ
る
「
森
林
整

備
促
進
事
業
」
に
つ
い
て
調

査
を
実
施
し
、
現
地
視
察
と

農
林
水
産
課
、
須
崎
地
区
森

林
組
合
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　

森
林
整
備
や
作
業
道
整
備
、

再
造
林
の
取
り
組
み
状
況
を

確
認
し
、
本
町
の
再
造
林
率

は
町
独
自
の
支
援
に
よ
り
約

８０

％
と
県
平
均
を
上
回
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
一
方
、

森
林
所
有
者
の
高
齢
化
や
境

界
不
明
森
林
の
増
加
、
担
い

手
不
足
な
ど
の
課
題
も
確
認

し
た
。

　

委
員
か
ら
は
作
業
道
整
備

に
伴
う
安
全
対
策
や
町
の
指

導
体
制
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
た
。
森
林
組
合
か
ら
は
、

基
幹
林
道
を
整
備
し
て
ほ
し

い
と
町
へ
の
要
望
も
受
け
た
。

　

今
後
も
地
域
住
民
へ
の
配

慮
と
安
全
対
策
を
図
り
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
森
林
整
備

と
林
業
振
興
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

森
林
整
備
促
進
事
業
を
調
査

森
林
整
備
促
進
事
業
を
調
査

～～  

持
続
可
能
な
森
林
整
備
を

持
続
可
能
な
森
林
整
備
を  

～～

　

現
在
、
久
礼
保
育
所
は
０

～
５
歳
ま
で
の
６８

家
庭
・
８６

人
が
在
籍
。

　

職
員
数
は
正
職
員
１７

人
、

会
計
年
度
職
員
１３

人
と
職
員

の
確
保
は
安
定
し
て
い
る
。

保
・
小
・
中
の
連
携
で
は
、
推

進
委
員
会
を
年
４
回
、
連
絡

会
を
年
３
回
、「
子
ど
も
の
成

長
を
切
れ
目
な
く
、
つ
な
ぐ
」

と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
実
施

さ
れ
て
い
る
な
ど
、
順
調
な

運
営
が
で
き
て
い
る
印
象
を

受
け
た
。

　

久
礼
学
童
保
育
「
ボ
ニ
ー

ト
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
は
令

和
８
年
度
の
登
録
児
童
は

８５

人
。
常
時
利
用
者
は
３０

人
。
職
員
は
正
職
員
が
６
人
、

パ
ー
ト
１
人
の
合
計
７
人
で

運
営
。

　

学
童
保
育
は
異
年
齢
の
子

ど
も
が
同
じ
空
間
で
過
ご
す

こ
と
で
、
保
育
所
や
小
学
校

で
は
で
き
な
い
経
験
が
で

き
、
こ
ど
も
の
成
長
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
聞
き
取
り
調
査
で

は
、「
現
在
は
職
員
が
確
保
で

き
て
い
る
が
、
将
来
は
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
声
や
求
め

ら
れ
る
ス
キ
ル
に
見
合
う
賃

金
体
系
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も

あ
り
、
よ
り
良
い
運
営
が
で

き
る
よ
う
支
援
が
必
要
と
感

じ
た
。

　

６
月
定
例
会
の
初
日
、
総
務
教
育
、
産
業
建
設
民
生
の
各

常
任
委
員
長
か
ら
、
委
員
会
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

久礼指川での現場調査の様子（４月２０日）

久礼保育所（左）と久礼学童保育（右）の現地調査の様子（４月２２日）

産
業
建
設
民
生
常
任
委
員
会

総務教育常任委員会

久礼保育所／久礼学童保育を調査久礼保育所／久礼学童保育を調査
～ 子どもの成長を切れ目なく、つなぐ ～～ 子どもの成長を切れ目なく、つなぐ ～

ボ
ニ
ー
ト
の
由
来

ス
ペ
イ
ン
語
で
「
か
わ
い

い
」
、
英
語
で
「
カ
ツ
オ
」
の

意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
命

名
し
た
そ
う
で
す
。
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私たちは、こんなことをしています。

議員は何をしゆうが？

≪各議員の出欠状況（令和８年４月～６月）≫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　
　　日　付　・　会　議　等

松
下
　
昇
平

山
本
　
建
生

下
元
　
良
之

中
野
　
大
地

中
城
　
重
則

佐
竹
　
敏
彦

濵
田
　
和
昭

窪
田
　
和
教

田
上
　
幸
平

中
川
　
忠
司

高
橋
　
雄
造

金
子
　
裕
之

福
永
　
守
恭

４ 月 ３ 日 議会広報広聴常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

４ 月１３日 議会広報広聴常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４ 月２０日 産業建設民生常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

４ 月２２日 総務教育常任委員会 ○ ○ ○ ○ ● ○

４ 月２７日 議会広報広聴常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○
　
※
退
職

５ 月１４日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６ 月 ５ 日 議会広報広聴常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○

６ 月 ８ 日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○

６ 月１０日

６ 月定例会通常会議（ １日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報広聴常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

６ 月１２日

中土佐町議会改革調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６ 月１７日

６ 月定例会通常会議（ ２日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○

総務教育常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

６ 月１８日 ６ 月定例会通常会議（ ３日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６ 月２２日

６ 月定例会通常会議（ ４日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業建設民生常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○・・・出席　　●・・・欠席　　　△・・・一部欠席　　公・・・他の公務による欠席　　／・・・所属委員等でない

※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。
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私たちは、こんなことをしています。

議員は何をしゆうが？

≪各議員の出欠状況（令和８年４月～６月）≫

●４月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

21日 須崎地区地域安全協会監査

●５月 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８日 被爆81年・2026年原水爆禁止国民平和行進

11日 道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会令和８年度通常総会、道路整備促進高知県大会

 （高知市／城西館）

14日 第58回高幡町村議会議長会定期総会（大月町／役場）

17日 かつお大漁祈願並びに感謝供養祭【正・副議長】

18日 高知県市長会と高知県町村会との共催による講演会（高知市／高知県自治会館）

19日 中土佐町商工会令和８年度（第66）通常総会

22日 令和８年度須崎地区地域安全協会総会

 （須崎市／須崎警察署）

26日～27日　令和８年度町村議会議長・副議長研修会【正・副議長】

 　（東京都／東京国際フォーラム）

30日 久礼小学校運動会

●６月 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

18日 高幡広域市町村圏事務組合租税債権管理機構打ち合わせ

19日 高知県町村議会議長会理事会（高知市／高知県自治会館）

24日 よさこいケーブルネット株式会社開局三十周年記念祝賀会

 （須崎市／須崎市立市民文化会館）

≪議長の主な活動状況（令和８年４月～６月）≫

令和８年度町村議会議長・副議長研修会

（５月26～27日）

全会一致の議案

しました。私は、 ・

【 6月定例会　議案】 結果

議案第２５号 指定管理者の指定について（中土佐町立上ノ加江老人憩いの家） 可決

議案第２６号 指定管理者の指定について（中土佐町立久礼浦分高齢者コミュニティーセンター） 可決

議案第２７号 指定管理者の指定について（中土佐町立野老野公民館ほか ９件） 可決

議案第２８号 高幡障害者支援施設組合規約の変更について 可決

議案第２９号 町道の路線の変更について 可決

議案第３０号 中土佐町税条例の一部を改正する条例について 可決

議案第３１号 中土佐町一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議案第３２号 中土佐町監査委員条例等の一部を改正する条例について 可決

議案第３３号 中土佐町まちづくり振興基金条例を廃止する条例について 可決

議案第３４号
令和 ８年度（令和 ７年度繰越　地域未来交付金）ポータブル蓄電池購入事業に係る物品購入
契約について

可決

議案第３５号 令和 ８年度中土佐町一般会計補正予算（第 １号）について 可決

議案第３６号 令和 ８年度中土佐町国民健康保険特別会計補正予算（第 １号）について 可決

議案第３７号 令和 ８年度中土佐町介護保険特別会計補正予算（第 １号）について 可決

諮問第 １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（吉岡浩一氏） 適任
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